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第3章　テーマに沿った分析 Ⅳ．遷延分娩について

第
3
章

5．教訓となる事例
※産科医療補償制度のホームページ（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/documents/prevention/theme/management/prolong.html）にA３判の資料を掲載している。

1）分娩停止の事例（肩甲難産）
経産婦、破水のため入院
アプガースコア	 生後1分：1点	 生後5分：3点
臍帯動脈血ガス分析	 pH：7.0台
出生体重	 4500g台

陣痛開始        1         2       3       4       5       6       7       8       9      10      11      12      13
-3 10 ⼊院 ■ ■ ■ 児娩出（児頭娩出から10分後に肩甲娩出）
-2 9 ■ マクロバーツで努責 四つん這い､坐位で努責 スクワットで努責
-1 8 ■

±0 7 ■ ■ ■

+1 6 ■

+2 (cm) 5 ■

+3 4 破⽔ ■ 排臨 発露

3~4分 3~5分 3~5分 2~3分 2分 2分 2分 2分 2~3分 2~4分 2~4分

 軽度変動⼀過性徐脈､⾼度遅発⼀過性徐脈を繰り返し認める
分娩監視装置装着

胎児⼼拍数異常

陣痛開始からの
経過時間
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⼝
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-3 10 ⼊院 ■ ■ ■ 児娩出（児頭娩出から10分後に肩甲娩出）
-2 9 ■ マクロバーツで努責 四つん這い､坐位で努責 スクワットで努責
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 軽度変動⼀過性徐脈､⾼度遅発⼀過性徐脈を繰り返し認める
分娩監視装置装着
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2）分娩経過中に母体体温38.0℃以上を認めた事例
初産婦、陣痛開始のため入院
母体体温（最高値）	 38.5℃
胎盤病理組織学検査	 絨毛膜に好中球浸潤を認める
アプガースコア	 生後1分：3点	 生後5分：5点
臍帯動脈血ガス分析	 pH7.0台

      1       2      3      4      5      6      7      8      9    10    11    12    13    14    15    16    17    18    19    20    21    22    23      24      25      26      27      28      29      30      31      32      33      34      35      36      37      38      39      40      41
-3 10 ⼊院 ■ ■ ■ 児娩出(⼦宮底圧迫法)
-2 9
-1 8 ■ ■ ■ ■ ■

±0 7 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

+1 6 ■ ■

+2 (cm) 5 ■

+3 4 ■ ■ ■ ⾼位破⽔ ⼈⼯破膜 ■

3~4分 3分 4~5分 4~5分 3~4分 2~4分 2~3分 3~4分 2分 2分 2分 2~3分 2分

⾼度変動⼀過性徐脈
体温 T37.5 T37.7 T36.6 T36.8 T37.8 T38.2 T37.5 T37.8 T38.5

頸管熟化していない

胎児⼼拍数異常

陣痛開始からの
経過時間

⽩⾎球 12100/μL
CRP 1.38mg/dL

⽩⾎球 12900/μL
CRP 6.11mg/dL
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⾼度変動⼀過性徐脈
体温 T37.5 T37.7 T36.6 T36.8 T37.8 T38.2 T37.5 T37.8 T38.5

頸管熟化していない

胎児⼼拍数異常
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⽩⾎球 12100/μL
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3）胎児心拍数陣痛図の所見から徐々に胎児の低酸素状態が悪化していると考えられた事例
初産婦、5~8分の子宮収縮で入院
アプガースコア	 生後1分：1点	 生後5分：不明
臍帯動脈血ガス分析	 pH：6.8台

       1       2       3       4       5       6       7       8       9        10       11       12        13        14        15        16        17        18        19        20        21        22        23       24       25       26       27       28       29       30       31      32      33      34      35      36
-3 10 ⼊院     陣痛開始 ■ ■ ■ 児娩出
-2 9 ■ ■ ■ ■ ■ ■ （吸引+⼦宮底圧迫法）
-1 8 ■ ■ 超⾳波断層法で児頭横径

±0 7 ■ ■ ■ ■ ■ ■

+1 6 ■

+2 (cm) 5 ■

+3 4 ■ 破⽔
5~7分 1分 不規則 1~2分 2分

    軽度遅発⼀過性徐脈（レベル3）    軽度変動⼀過性徐脈（レベル3）  基線細変動減少、⾼度遅発⼀過性徐脈（レベル4）    基線細変動減少､⾼度遅発⼀過性徐脈が頻発（レベル4）
破⽔､炎症反応⾼値のため促進

胎児⼼拍数異常

超⾳波断層法で
児頭の位置確認

陣痛間⽋
オキシトシン
分娩監視装置

⼦
宮
⼝
開
⼤
度

⽩⾎球 15800/μL
CRP 5.1mg/dL

陣痛開始からの
経過時間

Sp
(cm)
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-3 10 ⼊院     陣痛開始 ■ ■ ■ 児娩出
-2 9 ■ ■ ■ ■ ■ ■ （吸引+⼦宮底圧迫法）
-1 8 ■ ■ 超⾳波断層法で児頭横径

±0 7 ■ ■ ■ ■ ■ ■

+1 6 ■

+2 (cm) 5 ■

+3 4 ■ 破⽔
5~7分 1分 不規則 1~2分 2分

    軽度遅発⼀過性徐脈（レベル3）    軽度変動⼀過性徐脈（レベル3）  基線細変動減少、⾼度遅発⼀過性徐脈（レベル4）    基線細変動減少､⾼度遅発⼀過性徐脈が頻発（レベル4）
破⽔､炎症反応⾼値のため促進

胎児⼼拍数異常

超⾳波断層法で
児頭の位置確認

陣痛間⽋
オキシトシン
分娩監視装置
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⽩⾎球 15800/μL
CRP 5.1mg/dL
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